


























































































































　パートナーをかえながら次々に＂Would you ~?＂の表現を用いて依頼をしていく。相手に依頼する表現も＂Would 
you dance?＂や＂Would you say ʻ電車ʼ  in English?＂など，できるだけ簡単な表現にし，一番習得させたい＂Would 
you＂の表現以外のつまずきを極力減らすよう配慮した。また，実際に使いそうな表現だけでなく，活動にユーモアを
も た せ る た め に＂Would you call my name?＂や




































　Would you speak Japanese?
　Would you tell us your favorite Japanese food?







ションをすることにした。③については＂put this card in the box＂の他に，教科書に載っている表現を参考にした














Clerk : What would you like?
Customer : I want ①___________ for my homeroom teacher.
           　 What do you recommend?
Clerk : How about this ①__________?
     　　  Itʼs really nice.












































　　③   音読のバリエーション
　今回は生徒の意識調査の結果をもとに，単語の正しい発音や音と音のつながりの指導をメインとする音読活動を行っ
た。生徒が飽きずに，短時間で効率よく活動に取り組めるような工夫が必要である。また，２回目の意識調査では，音
読の難しさを感じた点が音の上がり下がりや強弱へとわずかに変化したと言える。今後はバリエーションを増やし，こ
れらについての方策も考えていく必要がある。
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